
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性
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施策の総合的展開

６－２ いきいきと安心して暮らせる社会づくり

目指す姿

県全体として、ＤＶ防止及びＤＶ被害者支援の体制を強化し、迅速、的確にＤＶ被害者等の保護、救済を図り、自立を支援する。

成果目標：市町村における配偶者暴力相談支援センターの設置　０市町村（平成24年度）→４市町村（平成29年度）

現状

平成24年度からの「第３次長野県配偶者からの暴力の防止及び被害者のための支援基本計画」の推進に向けた更なる取組が必要であ

る。

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

売春防止法第34条

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

人身取引対策行動計画2009

第３次長野県配偶者からの暴力の防止及び被害者のための支援基本計画
県民との協働による実施： 困難

（当初）

1.女性相談センターの管理、

運営

直接・

委託

・女性相談センターの管理、運営 2,188 4,008

配偶者からの暴力（ＤＶ）の防止等に関する啓発活動を行い、保護を必要とする女性の早期発見に努め、適切な支援を行う。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算）

3.ＤＶ防止講演会の開催 直接

・ＤＶに対する県民の理解や認識を深めるための講演

会の開催

77 77 77

2.女性保護

直接・

委託

・保護を必要とする女性の一時保護、女性保護施設へ

の入所支援及び緊急避難支援

19,405 16,912

4.国庫返還金 直接

平成24年度国庫補助金（負担金）の精算による一部返

還

0 1,769 0

合計 21,670 15,985 20,997

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度25年度25年度25年度 26年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 0 0 0 0

項目

H24末

（実績）

Ｈ25
H26

目標
当初予算 26,100 22,364 21,670 20,997 目標 成果 達成状況

０市町村 １市 ０市町村 未達成 １市

合計（A) 29,814 26,221 23,439 20,997

補正予算 3,714 3,857 1,769 0
・市町村における配偶

者暴力相談支援セン

ターの設置

Aの

財源

8,463 8,850 9,634 8,564

1,673 531 13 14

0 0 0 0

19,678 16,840 13,792 12,419

21,718 21,866 15,985 0

47,071 47,071 47,071 47,071

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

・　引く続き配偶者からの暴力（ＤＶ）の防止等に関する啓発活動を行い、保護を必要とする女性の早期発見に努め、適切な支援を行う。

・　市町村における配偶者暴力相談支援センターの設置に向け、引き続き研修等により市も含めた女性相談員の資質の向上を図るととも

に、女性相談員を配置している市に協力を求めていく。

14,139

 概算事業費（B（A）+C） 68,789 68,937 63,056 68,068

目標に対

する成果

の状況

・　配偶者からの暴力（ＤＶ）の防止等に関する啓発活動を行い、保護を必要とする女性の早期発見に努め、適切な支援を行った。

・　市町村における配偶者暴力相談支援センターの設置については、専門性を持った職員の確保が難しいことなどから、未達成となった。

概　算

人件費

5.7 5.7 5.7 5.7


